











































































































糖尿病性腎症等、入院時 eGFR33.45 ± 29.08mL/




























































































































平成 24 年 12 月の平均で入外あわせ、一般ポータ

















































































































































































































































































　昨年 12 月の平日の当直業務（17 時 20 分から
翌朝８時 40 分）の各モダリティーの平均件数は、
一般撮影とポータブル撮影が 15.8 件、CT が 4.8
件、MRI が 0.7 件で一日平均 20 件の依頼があり
ました。
　次に昨年 12 月の休日業務（８時 40 分から翌朝
８時 40 分）の各モダリティーの平均件数は、一
般撮影とポータブル撮影が38.3件、CTが13.3件、














































の期待が大きくなる可能性や、CT や MRI にお
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　当直者は、１日目の８時 40 分から 17 時 20 分
までは通常の日勤業務（病棟業務または調剤業
務）を行い、引き続き 17 時 20 分より翌日の８時





とになる（図１）。そこで平成 24 年 11 月におけ
る当直業務の件数を調査した。図２に示すように






















は 326 件、総数の 7.4％であった。2012 年は総数
4,604 件、緊急手術は 403 件で 8.7％であった。総
数、緊急手術件数、緊急手術の割合はともに増加
している。
　2012 年の麻酔科管理件数は 3,044 件で、緊急手
術は 347 件、総数の 11.4％であった。緊急手術の
科別数は、消化器外科 139 件、産婦人科 107 件
（うち帝王切開 101 件）、心臓外科 35 件、整形外






件で産婦人科 12 件（帝切９件）、消化器外科 10
件が多かった。時間内の申し込みは 17 件、平日
時間外申し込みは７件、休日の申し込みは５件で
あった。
　緊急手術の申し込みがあればおおよその開始予
測時刻を知らせている。術者サイドが不都合であ
ると判断した場合、時間内であれば予定手術の変
更を行い、緊急手術を先に開始することとなる。
時間外、休日での２例目の緊急手術では麻酔医、
看護師の招集か、他院への転送などで対応してい
る。
　１月の時間内申し込み 17 件中申し込みから手
術室搬入までに３時間以上かかった症例は 13 件
あった。これらのうちなるべく早く開始したい中
等度緊急症例は３件と思われた。遅くなった要因
を術者、麻酔医、看護師、手術室別で見てみる
と、一つの要因だけではないが最大の要因は、術
者の手があかない２件、看護師がいない４件、麻
酔医がいない７件であった。最大の遅れは 22 日
の外科症例で申し込みから搬入まで８時間 24 分
かかった。この日は時間内緊急申し込みが３件あ
り、予定手術の変更（開始遅れ）１件を行い、他
の２件の緊急手術のほうが緊急度が高く、申し込
み時刻は後であったが先に開始したためであっ
た。時間内申し込みで２時間以内に搬入できた症
例は２例で、うち１例はできるだけ早い開始が必
要な緊急度の高い症例と思われた。
　時間外、休日の申し込み緊急手術 12 件はすべ
て申し込みから搬入まで２時間以内であった。術
前診察のできない超緊急度の帝王切開が１例、高
緊急度症例が１例、中等度緊急症例が７例と思わ
れた。緊急手術を行っていたために手術が必要に
なりそうな患者が救急外来にて他院に搬送された
と思われる症例が２例あった。
　29 例の緊急手術症例のうち、産婦人科は緊急
入院で直接病棟に行く場合があるのではっきりと
はしないが、救急外来経由の入院患者は 19 例で、
入院後 24 時間以内に手術申し込みとなった患者
は 12 例であった。
　救急外来経由の入院患者の割合は高くなってき
ており、救急外来をしっかりするようになると緊
急手術が増えてくることはある程度仕方のないこ
とである。しかし緊急手術はリスクが高くなり、
手術内容も不確定で、術後の経過も不確実になる
ため増えることは必要でないと思う。手術室の有
効利用という面では予定手術を速やかに予定通り
に行い手術件数を増やすほうがいいのははっきり
している。
　現状で緊急手術に速やかに対応するにはいろん
なことが必要であろうが、さしあたり麻酔医の増
加と手術室看護師の増員が必要であるという結果
であった。
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